温泉排水
３　温泉排水問題

　天神川流域下水道の区域内には、当町の羽合温泉及び東郷、三朝、関金の４つの温泉があり、温泉の無いのは倉吉市と北条町である。流域下水道では、この温泉排水を全量流入させる計画で設計されている。特に羽合町では現在の温泉に加えて、実現しない羽合第２温泉まで想定され流入量が算定されている。議会でもこのことを重視し、温泉地で下水道が整備されている長野県の上諏訪温泉、静岡県の熱海温泉、石川県加賀市の山代温泉等、先進地を訪問し実状を調査研究している。この調査によって分離方式を採用したり、使用料の単価を安くしたりしていることが判明した。天神川流域下水道推進協議会でも栃木県の鬼怒川温泉などの調査研究を行ったが、温泉排水の扱いについては結論が出されず、県に一任することにした。

　羽合町の温泉は、羽合温泉管理共同組合で温泉旅館に配湯されているものと、株式会社羽合温泉開発事業団によって、上浅津、下浅津の家庭に配湯されている（温泉については羽合町史、後編１３１７ページからまた羽合温泉誌、羽合町商工会発行を参照）。この温泉を全量下水道に流入すれば多額な使用料を納入しなくてはならず、温泉を利用している旅館、上、下浅津地区では大変なことである。特に開発事業団の湯は、東郷湖中で湧出したものをポンプで約１．５キロメートル離れた上浅津のタンクへ、更に約４００メートル離れた下浅津のタンクに圧送し、蓄えられた湯を、朝と晩に時間給湯しており、タンクの近くでは早くから熱い湯が出るが、タンクから離れた場所では、熱い湯になるまで蛇口を開いて冷たい湯を流さなければ利用できない等不均等であり、下水道への流入には問題点が多くあり関係者が心配するのもうなずける。
分離方式に決定
　　分離方式に決定

　昭和５９年１月２０日下水道の供用開始以来、推進協議会、関係町で調査研究、議論が重ねられ、その扱いを県に一任していた、温泉排水方法が、昭和６２年２月２日、天神川流域下水道事業推進協議会臨時総会に提案され、温泉排水を下水道へ接続する方法は、当面分離方式で対応することに決定された。


　　分離方式とは

　浴槽よりあふれた汚れていない湯は、在来どおり排水し、洗い場で身体を洗ったり洗髪した汚れた湯のみ下水道に接続排水する方法である。この方法だと使用料は安くなるが浴場の改良工事が必要であり、町では今後浴場を改造される時にこの方法を採用するよう指導しているが、現在では改造されたものは少ない。県では今迄の調査研究の結果図２０のような方法を提示している。
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